
■避難生活で役立つ知識や技術の習得を目指して （白老町）

Point 避難生活で役立つ知識や技能を身に付け、防災意識を高める

●学校名 白老町立竹浦小学校

●実施学年 全学年

●ねらい ・災害発生時に起こる様々な事象について理解し、避難生活で役立つ知識や技
能を身に付け、防災意識を高める。

●内 容

○主な活動 ○教師等の働きかけ 備考

・しらおい防災マスター会の方から
災害時に係る講話。

・段ボールトイレづくり。
・段ボールベットづくり。

・実施前に児童に内容等を説
明しねらいを明確にする。

・児童が主体的に考え、協力
しながら活動できるように、
学年が混ざった縦割り班の
形態で実施。活動の様子を
観察しながら、必要な声掛
け等を行う。

・「ふれあいふる
さとDay」とし
て保護者や地域
の方にも参加を
呼び掛け実施。

・同日に避難訓練
（地震・津波警報
発令）も併せて
行う。

●児童の声

・段ボールトイレやベットは、思っていたより簡単にできて驚いた。ベットは寝心地もよ
くて災害が起こっても、これがあればよく寝られそうだと思った。

・実際に災害が起こったら、今日教えてもらったことを生かしていきたい。

【しらおい防災マスター会の方からの講話】

【段ボールベットづくり】


